Singing Poets – Wedekind, Kraus, Brecht, Biermann by 西岡, あかね et al.
86
東京外国語大学総合文化研究所　総合文化研究　第 21 号（2017）
Tokyo University of Foreign Studies, Trans-Cultural Studies No.21 (2017)
　
二〇一六年十月、ボブ・ディランが同年のノーベル文学賞を
受賞したというニュースはまだ記憶に新しい。当時、特に英語メディアには、この受賞に批判的な声が少なくなかった。往年のディラン・ファンを中心にお祝いムードが支配的だった日本でも、世界で最も権威があるとされる文学賞 歌手に与えられたことを意外だと感じる人は多かったのだろう。 「確かにディランは自分で詩も書くシンガーソングライターだけど、所詮は歌詞だし…」という戸惑いの声や、 「歌詞も文学なの？」という素朴な疑問、またこうした疑問に対して、ディランの歌詞の「詩」としての文学性を強調する識者の論説まで、様々な声がメディアで紹介されたのを覚えて る。　
批判、当惑、肯定とそれぞれ異なるいずれの立場にも共通し
ているのが、文学とは文字に書かれたテキストの とだ いう前提だ。スウェーデン・アカデミーは ランの授賞理由を 「米国の歌の伝統において新た 詩的表現 創造 」として、古代ギリシャの吟遊詩人ホメロスを引き合いに出しながら、ディランは「口語で表現する偉大な詩人」だと賛辞を贈っ
1。い
ささか歯切れの悪い表現ではあるが、ディランが音楽と もに語られる詩の姿を再認識させたと評価すること 、テキスト概念と結びついた従来的な文学概念の見直し あるいは拡大を意 歌 詩人
︱
ヴェーデキント、クラウス、ブレヒト、ビーアマン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
西岡あかね
図していたと読めなくもない。しかし、二十世紀のドイツ語圏の文学に携わっている私には、この受賞理由自体がいまさらという気がする。というのも、今では専らテキスト分析を核とする作品研究の対象になっているドイツ語圏の「大作家」には、音楽とともに歌われるこ を前提に詩を書くにとどまらず、みずから作曲し、さら は自作を歌う、現代のシンガーソングライターに近い存在が少なくないからだ。　
そもそも近代のドイツ語圏の文学には長い「声の文化」の伝
統がある。十八世紀の詩人
フリードリヒ・ゴットリープ・ク
ロップシュトックが、 「 内容や適切な言葉と共 現れ出る魂」は詩 朗読されて初めて目 見え ようになると説いてるように
2、ドイツ語圏の詩人たちは、書かれたテキストに声
を与えることに非常なこだわりを持っていた。この朗 偏重はその後もロマン派のサロン文化の中に受け継がれ、十九世紀中ごろまでに、朗読は教養市民層 とっ 必須の し みの一つとなる。このプ セスの中で、当初クロップシュトックやロマン派の詩人たちが目指していた、テキスト 声の活き活きとした結びつき 忘れられ、朗読は小市民的な芸術鑑賞 あるいは芸術消費の対象になってしまった。　
失われた声の力を再び文学に取り戻そうとする動きは、十九
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世紀から二十世紀への世紀転換期に起こった。日常生活から隔絶され、制度化された「芸術」の殿堂に閉じこもることに反対し、より効果的な社会的発信力を文学に持たせようとする試みが、新しい世代の革新的な作家たちによって行われた。この過程で朗読文化もサロン的洗練から解放され、この時期にフランスから移入された文学キャバレー
（
K
abarett ）
のような、大衆娯
楽的かつ演劇的な場に移された。　
新たな、より日常生活に近い文学実践の場に集った詩人たち
は、朗読文化の刷新と並行して、文学テキストを音楽とコラボレートすることにも熱心に取り組んだ。もっとも、彼らは真面目な古典音楽となってしまったドイツリートの伝統につながろうとしたのでは い。キャバレーソングやシャンソン オペレッタのような軽音 から、大道歌手の歌や民謡、バラードような古い庶民の歌謡、さ は労働歌や行進曲など、 「クラッシック音楽」 枠からはじかれた あり あらゆる「生活の中で歌われる歌」の中に文学テキストを自由に組み込むことで詩に声を発する力をよみがえらせようとしたのだ。二十世紀初頭のドイツ文学における、こ 新しい声の文化の興隆から生まれたのが、様々なソングテキストとそれを自 演奏する「歌う詩人」たちだった。フランク・ヴェーデキント　
フランク・ヴェーデキント
（一八六四
—
一九一八）
は、 『春の
めざめ』や『地霊』 、 『パン ラの箱』
（ルル二部作）
で知られる
劇作家だが、そのキャリアの中では俳優、演出家という実践家としての活動がかなりの比重を占めていた。一九〇一年から翌年にかけてはミュンヘンの文学キャバレー「十一人の死刑執行人」で、ギターを片手に自作 シャンソンを披露するなど、シンガーソングライターに近い活動も行っていた。　
ウェーデキントのシャンソンは、世紀末のパリで生まれたモ
ンマルトル・シャンソンの流れを汲む刺激的な風刺を含むもので、そこに大衆的な大道歌
（ベンケルザング）
の伝統が加わっ
た独特の作風を持っている。ベンケルザングとは、殺人などセンセーショナルな事件を題材にした物語を、その情景を描いた絵を紙芝居のように見せながら、 を交えて披露する一種の大衆芸能である。堕落した少女 歌った『ブリギッテ・Ｂ』のようなバラードや、殺人を扱った『おば殺し』など、ウェーデキントのシャンソンには大道歌 典型的なモチーフやテーマを取り入れたものが多い。ど 品も、ブルジョワジーの良き趣味や良識を逆なでするような内容を平易な、いやむ ろ俗な言葉でうたった詩だ。　『おば殺し』では、ドストエフスキーの『罪と罰』の主人公ラスコーリニコフを思わせる若者が 金持ちの叔母を殺した顛末を物語る。大道歌手の伝統的な「殺しの歌
（モリタート）
」が
教訓的コメント 終わるのと対照的に、ヴェーデキン のモリタートは、叔母を殺した若者が判事、 なわち市民社会の正義の体現者を告発するセ フで閉じられる。
（ちなみに最終行の 「つ
け狙う」は、原詩では
nachtrachten
となっているが、この語には「追
いか る」と「訴追する」という二つの意味がかけられて ）
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俺はおばをぶっ殺した、おばは老いぼれで弱っていた。でもあんたたちは、ああ判事さん、あんたたちは俺の花咲く青春を、青春をつけ狙ったのさ。
3
　
この陰惨な殺人をテーマとする詩にヴェーデキントは人を
食った、まるで辻弾きの手回しオルガンのような、ことさらに俗っぽい、陽気な大道歌的メロディーをつけている。この奇妙に場違いな音楽は、 「花咲く青春」を謳歌するに足る金を得るために、当然のように老い先短い叔母を殺し、何の罪悪感も持たない若い殺人者の単純素朴な世界観を表現してい 。物語と音楽の不調和は、こ 殺人者の世界観に嫌悪感 抱くだろう市民階層の聴衆をぞっとさせると共に、彼らをからかい、挑発する役割も担って る。つまり、ここでは音楽がテキスト 補足することで、市民社会の秩序を一瞬ゆるがすような、アナーキーでゲリラ的な効果が詩に付与されているのだ。　
もちろんこの効果が発揮されるためには、詩がテキストとし
て読まれるのではなく、メロディーにのせて歌われなくてはならないことをヴェーデキントは良く理解していた。録音 残っていないので、彼が自作のシャンソンをどの様に歌っていたかは分か 。しかし、同時代人 証言 よる 、ヴェーデキントは「鼻にかかったような、甲高い」声をしており 「容赦のない鋭い」調子で歌ったという
4。多分、伝統的なリートの
歌唱とは異なる、ことさらに耳障りな歌い方だったのだろう。ギター 弾き語りをするヴェーデキントを撮った当時の写真を見ると、ひげの い妙 肉感的な顔と、どこと く眠そうで
いて、そのくせ鋭い眼光でカメラを見据えるような視線が目を引く。これは私の全く個人的な印象に過ぎないのだが、不思議と見る者をぞくっとさせる、 「危ないおじさん」とい 雰囲気がある。同時代の評論によ と、 ヴェーデキントの出で立ちは、文学キャバレーの舞台に「悪魔的な雰囲気を呼び起こす」のに一役買っていたと う
5。俳優でもあったヴェーデキントは、
身体的な「外見」の効果も熟知していただろう。ギターを片手に歌う詩人の姿は、偶然生ま たスナップ写真では く、考え抜かれ、演出されたものであり 詩と音楽を補完するパフォマンスの重要性を示唆している
＜図 1＞フランク・ヴェーデキント　　　
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ヴェーデキント自身は演劇の分野に野心を持っており、必ず
しも文学キャバレーでの演奏活動に満足してはいなかったようだ。しかし、彼がシャンソン歌手として示した、詩と音楽とパフォーマンスが一つになった新しい文学実践の形 「きわめて真剣な事柄を、芸術的に独創的な、そして決 退屈にならない形式で聴衆に語りかけたい」
6という要求に、彼自身の
意図はどうあれ、最もふさわしいものだったと言えるのではないだろうか。　
市民的良俗を挑発する、現代の大道歌手としてのヴェーデキ
ントの本領は、ヴィルヘルム二世時代の権威主義的国家を風刺した政治的シャンソンの中でも遺憾なく発揮されている。文学キャバレー「十一人の死刑執行人」に参加する以前から、 ヴェーデキントは皇帝不敬罪の廉で何度も追及され 一八九八年には裁判所から半年の禁錮刑も科されている、いわばいわくつきの作家だった。一九〇五年にオーストリアの雑誌『ディ・ファッケル』に発表された『ベルリンの動物学者』は この裁判をネタにした詩 。
ベルリンの動物学者子供たち、どんなことがこのあいだベルリンの動物の先生に起きたかきいとくれ。とつぜん警官が先生を捕まえて予審判事の前に連れていったとさ。この判事ときたら先生の足 ぎゅっと踏んづけて先生に容赦なく警告し
さっさと白状した方が身のためだというのさ先生が陛下を侮辱したことをね。先生は言ったと 。 「判事さん、とんでもない濡れ衣ですぞ。なぜって雌牛が反芻動物だということ世間の怒りをかったことはまだありませんからな学問はもうそこま 進んでいてこのことは子供の本にも書いてありますぞ。このことと陛下が関係あるとはそれこそ陛下への侮辱ですぞ！陛下には
 ―
 誓って申し上げますが
 ―
私は常に当然の敬意を抱いておりま 。さよう、よく不敬の者が見つかった折にはニュースを聞いて喜んでおります。なぜってそんな折 こ ようやく陛下ご自身の権威をお認め なられますからな。それでもパッグ犬が
 ―
 これは動かしようがありませんな
―
  
哺乳類だということは疑いありません。国家権力にも私は規則通り常に服従してまいりました。命令通りたびたび口もつぐんでおりましたし無政府主義者と見ればつばを吐 ておりました。スパイが聞き耳をたてているクラブ は
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子供の戯言しかしゃべりませんでした。だからといって私は豚のことを人間だということはできませんな。あなたのことは尊敬しておりますよ、判事さん、人間としてどこまでも尊敬しており すよ。しかし はベルリンの極悪人どもをいつも見逃してしまってお でだ。いかに私がシュヴァルツヴァルトから膠州まで、帝国全土で万歳を三唱 たい 切に願っ てもだからといってハイエナは縞模様で ありますまいしクジャクは綺麗な家禽ではありますまい。 」こんな風に先生 言ったのさ。でもその後で高等検事が弁論すべてがよくよく吟味されてから、この先生は一年の禁固になったとさ。そんな訳だから動物学の研究にゃ若い衆はみな気をつけ 。なぜって大概 動物にゃあ不敬罪の種が潜んでいるからさ
7
　
ここにあげたのは仮の訳でしかない。原詩の面白さは、詩中
に出てくるいろいろな動物の名前に隠された蔑称から生まれている。例えば「雌牛
K
uh 」は「バカな女」の隠語であり、雌
牛が「反芻動物」であるとは、 「馬鹿な女が同じことを何度も
繰り返している」という意味になり得る。同様に「パッグ犬M
ops 」は「間抜け面」 、 「ハイエナ
H
yäne 」は「がりがり亡者」 、
「クジャク
Pfau 」は「見栄坊」の意味がある。 「豚
Schw
ein 」に
ついては説明はいらないだろう。　
ヴィルヘルム二世時代のジャーナリズムや文学においては、
検閲の網をかいくぐるために様々な隠語を用いた時局批判の言説が発達した。これに負けじと検閲官も個々の語に過剰に目を光らせ、その背後にある（
であろう
）不敬の意味合いを疑る
ようになったことで、検閲と風刺はいたちごっこの状態に陥った。ヴェーデキント 詩に歌われた裁判風景は、この状況をあてこすっている。　
動物学者の書いた本に、ここにあがった動物 名前が出てき
ても何の不思議もない しかし、 あらゆ 言葉の裏に隠された、皇帝に対する侮辱を見逃すまいとする当局者は、動物学者の書物すら深読みし、そこ 出てくる動物の名前にまで不敬罪の種を見つけてしまうのだ。最終連の動物学 志す若者への忠告は、どんなテキストも皇帝に関連付ける当局者 態度を茶化すと共に、そもそも不敬罪を免れることの困難さを皮肉 表現している。また、二連目の動物学者の弁論は、この当局者の深読みが逆に、不敬罪が取り締まっているはずの行為に似てくるという矛盾をついている。　
この風刺詩は子供の歌の体裁を取っており、ヴェーデキント
がつけたメロディーもそれに対応してい 。彼自身のパフォーマンスは知るよしもないが ブレヒトソング 歌 手としても著名な、プロレタリア演劇の俳優エルンスト・ブッシュが一九六四年に行っ 録音
8を聴くと、まるで「みんなのうた」
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にでも出てきそうなストーリーソングといった趣で、いささか大げさで情緒的な語り口が際立っている。この語り口は、詩が意図する当局への皮肉な当てこすりを強調して る。また 子供にきかせる歌という形を取ることで、この極めて同時代的な詩に時代を超えた普遍性が付与される。すなわち、検閲行為に付きまとう、子供でも分かるよう 不条理なばかばか さが、音楽によって感覚的 表現されているのだ。カール・クラウス　
ヴェーデキントの『ベルリンの動物学者』が最初に掲載され
た雑誌『ディ・ファッケル』の主催者カール・クラウス
（一八七四
—
一九三六）
は、ヴェーデキントと同様、容赦ない風刺作家、攻
撃的な論争も辞さないジャーナリストとして、同時代の先進的な文壇で絶大な影響力を誇っていた。歌う詩人としての側面を持っていたことで 両者は共通しているが、音楽に対するアプローチには違いがある。つまり、ヴェーデキント シャンソンが、俗なキャバレーソングという大衆歌謡の衣をま うことで反市民性を獲得して たのに対し、クラウスはオペレッタという小市民的な軽音楽劇の形式を用いて、市民社会 現実の低俗さや欺瞞性を表現しようと試みている。　
一九二一
年に発表されたオペレッタ『文学 あるいは今にわ
かるさ』の第二部 文学談義を かわせる人々のところに「違法出版者」が現れて、 この世はすべて、 「名声」も「出世」も「金」も報道次第だと語り、 『プレスの歌』と題されたアリアを歌う。
出だしはこんな風だ。
最初に報道界がありそして世界が現れた。自らの利益のために世界はわれらに服した。我々の準備を神は注視し、しかして世界を新聞に神はもたらした。世界は満足新聞にのることに、なぜなら結局この世ではみな報道を気にするもの。起こら かったことも我々の知るところとなる、新聞にふさわしければのせるまでさ。
　
旧約聖書の創世記を下敷きにしたパロディーの形をとって、
報道こそが世界の創造者であると「
違法出版者」は宣言する。
しかも、 「起こらなかったこと」まで現実に起こったことにしてしまう、
捏造者としての新聞のあり方ですら、彼はあっけら
かんと肯定してみせる。　
新聞などの情報伝達媒体を表す語であるメディア
（
M
edium
）
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には「霊媒」という意味もある。続く詩連では、新聞の報道が恣意的に生み出した現実を、読者がまるでお告げよろしく受け入れ、何の疑いも持たず、報道に文字通り「踊らされる」様が歌われる。これによってメディアとしての新聞が持つ魔術的な支配力が強調される。
読者は出たものを読み人の考えを自分の考えにしてしまう。それよりもっと儲かるのは表沙汰にしなかったとき。沈黙か、然らずんば書くまで こと、木っ端みじん なる奴がいて 我関せず。仕事が儲けになりさえすればいいのさ。世界は生きている限り我らの調べにあわせて歌う。音頭は取り続けてやるさ朝っぱらからね。我らの貧しき音符通り人類はぎくしゃく踊っている。なぜって人類は死者へ 感謝を我らにささげているからさ。
　
しかも、この報道に善意はない。書くも書かぬも儲け次第、
ありとあらゆる生活領域に介入し、自らの利益に相反するもの
には呪いの言葉を投げつける。続く最後の二連では、この報道の悪魔的性格があらわになる。
時代は我らから礼儀を教えられ、精神は自家薬籠中の物。なぜなら文化ファクターとして我らは世界に名高き身。来たれ、学者諸君、思想家諸君、来やがれ、まあ何をぺちゃくちゃ唄ってやがる。あそこの高いところに首つり役人がお前らを連れてってくれますように！我々は入り込み、押し入り、絡みつくこの世の生活に。価値あるものに打ち勝ちそこに張りぼてをこし える。黒きこと悪臭漂う地獄のごとし、その悪魔の御座所に向け報道するのさ！
9
　
まるで現代のメディア社会への風刺かと思わせるようなア
クチュアリティーを持ったこの詩には、作者のクラウスによってメロディーがつけられ、彼自身が一九三〇年に行った録音
10
も残っている。同一のメロディーラインを変奏しながら二行ごとに付した単純な曲だが、いかにもオペレッタらしい軽快さ
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で、 「違法出版者」の自信満々な厚顔さを際立たせている。　
クラウスは同時代の文壇では朗読の名手として知られてい
た。例えば、同時代の詩人パウル・ツェッヒはこう証言している。
彼（カール・クラウス）はむしろ手で語る。その素晴らしく神経質な、鑿で掘り出したような手で。彼はトロンボーンの様に耳を聾するような声を出す。
11
　
　
この短い証言からも、クラウスの朗読スタイルが伝統的で上
品なサロンの朗読とはかなり異なるのが分かる。一九三四年のドキュメンタリー映像
12には、 『人類最後の日々』の一節や、
カントのモットーを風刺化した散文『永久平和のために』などのテキスト
（いずれも、
第一次大戦で崩壊に至る近代ヨーロッパの
市民社会とその文化を批判した、クラウスの代表的な
作品
）
を朗読
する姿が記録されている。この映像からは、折り目正しいスーツ姿のクラウスがせわしなく体 揺すったり、あるいはツェッヒの証言通り、神経質に手を振ったり回したり様々に動かしながら朗読する様子が確認できる。ひょろりとし 体躯と知 で神経質そうな顔立ち 光線 具合でギラっと光るメガネ その後ろで光るさらに鋭い眼光、これらの外見が相まって、まるでマッドサイエンティストを演じる性格俳優のような 何ともいえない禍々しい雰囲気が醸し出されている。　
さらに特徴的なのは声の使い方だ。低い調子から突然、声を
張り上げ、甲高い、ま で怒鳴りつけるような声に変わり、声が裏返ってしまうこともあ 。また、こと らにゆっくりと、引きずるように読まれる作品があるかと思うと 今度はせかせかとした早口で、あるいはキーキーわめきたててい 様な口調で読まれる作品がある。さらにはマシンガントークの に言葉をぶつけてくるパフォー ンスも確認でき 。こう聞くと、クラウスの朗読は感情まかせの、コントロールされて ない耳障りな素人芸だ 思われ かも れない。 かし、実際には、朗読をするクラウスの滑舌は非常 良く、どの様な声の調子でも発音は明瞭で、テキストの字句をはっきりと聞き取ることができる。つまり、感覚的にはむしろ不快感を起 させる独特
＜図 2＞カール・クラウス　　　
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声の使い方は、上述のジェスチャーと同様、ある特定の効果を狙って意図的に選ばれたものである。クラウスはこの特異な朗読スタイルによってテキストを活性化し、そこに強い発信力や警告機能を付与しようとしている だといえる。この点において、ツェッヒがクラウスの声を黙示録の天使が吹く楽器で「トロンボーン」に例えていたのは興味深い。　
さて、 『プレスの歌』に戻ろう。軽快なピアノ伴奏に合わせ
て歌うクラウスのパフォーマンスで際立っ がテンポの自在さである。早いテンポと遅 テンポが目まぐるしく入れ替わり、陽気に歌うような調子が鋭い調子の語りに変わる。ジングシュピールの語り歌いに似たスタイルだが その際、美声で母音の響きを強調するような、伝統的「歌謡」 要素は徹底して排除され、子音の摩擦音や破裂音、さら 巻き舌のＲ音が過度に強調されている。最終連を例にとると、出だしの「入込み、押し入り、絡みつく
（
bringen, dringen, schlingen ）」のパー
トは、声が裏返るほど最初の二つの単語のＲ音が強調され、むせるような早口で歌われる。続 パートでは特定の単語
（ 「価
値
W
ert 」や「黒い
schw
arz 」 、 「悪魔
Teufel 」 、最終行の「報道する
 
bringt 」など）
が甲高い声で異常に強調されることで、 メロディー
が断ち切られ、耳障りで鋭い音が鑑賞者 耳を攻撃してくるような感じがすると同時に 全体にやりすぎの感を与え ことで滑稽な印象も生み出している。　
この独創的な歌のスタイルは二重の意味でテキストを補完
している。すなわ 、ことさらに攻撃的なパフォーマンスは、一方で「違法出版者」に体現 れるプレスの危険な暴力性と尊大な押 つけがましさを、いわばテキストの意味を超え 音響
的に体感させている。他方で、 ばかばかしいほどに強調された、いわば演出過剰な演劇的スタイルをとることで、プレスに支配されている近代社会の滑稽さを露わにし、風刺の対象であるプレスに対するあざけりをも表現している。ベルト・ブレヒトとヴォルフ・ビーアマン　
さて、ここまでウェーデキントとクラウスが、テキストと音
楽をどの様にコラボ ートしたか見てきた。両者とも、それぞれやりのやり方は異なっているにせよ、音楽を介してテキストを演劇的パフォーマンスに変換することで、テキストの表現に感覚的効果を与えたり、あるいはテキストの文字的意味にはなかった意味や視点を付け加えたりし 点では共通している。つまり、ウェーデキントもクラウスも詩を唄として歌うことで、文学の発信力を多彩にし、拡大しようとし のだ。この試みを受け継ぎ、一九二〇年代のアジ・プロ演劇の文脈で独自に発展させた がベルト・ブレヒト
（一八九八
—
一九五六）
である。　
二十世紀最大の劇作家の一人とされるブレヒトがソングや
バラードを数多く作詞していることは改めて指摘するまでもないだろう。 『三文オペラ』 中で歌われる 『マッキー メッサーのモリタート』や 人間の努力の至らなさの歌』
（この二曲には
ブレヒト自身が歌った録音もある）
、あるいは『マハゴニー市の
興亡』に出てくる『アラバマ・ソング など クルト・ヴァイル作曲による劇中歌は現代でもジャンル 超え 様々な歌手
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によって歌われ、ドイツ演劇の枠を超えて広く知られている。さらにブレヒトと音楽の関係については近年、主に演劇学的アプローチから光が当てられるようになっており、それと関連して、初期のブレヒトが歌手活動を行って たことにも伝記的関心以上の注意が払われはじめた
13。そこで、ブレヒト演劇にお
いて音楽が果たしている役割や、彼 ソング 詳細については既存の研究を参照していただくことにして、ここではブレヒトがなぜ音楽にこだわったのかを簡単に見ておくにとどめ い。　『三文オペラ』の注釈の中でブレヒトは、劇中の挿入歌をドラマのセリフ部分から切り離 歌うよう指示している。俳優は、演じている登場人物になり切った状態で、ドラマの自然な流れの中で歌を披露し はならない。むしろ歌のパートはドラマの自然な流れを断ち切り、進行している物語に外側か コメントしたり、歌っている俳優が演じる人物 性格 批判的に指し示したりする
14。つまり音楽は、 観客に登場人物やストーリー
に対して違和感を覚えさせるように働く とで、ブレヒト演劇の核となる「異化効果」を生み出しているのだといえ 。ブレヒト自身が『三文オペラ』のソングにつ 解説した言葉を引こう。
バラード的な要素が支配的なこれらの作品は、黙想し、道徳を解くような種類の唄だった。これらの唄はブルジョワの感情生活と追いはぎのそれとの近親性を指し示している。 ［登場人物の］ 追いはぎは、 音楽の中でも、 自分が持っている感情や偏見が、平均的なブルジョワや劇場を訪れている観客のそれと少しも違わないことを教えてくれるのだ。 ［中略］音楽は、それが純粋
に情緒的な身振りをし、それ以外のどんな陶酔的な刺激も放棄することによって、ブルジョワジーのイデオロギーを暴露する作業に協力していたのだ。音楽はいわば汚物を巻き上げる掃除婦であり、挑発者、密告者であった。
15
　
ここで求められている、高邁で上品に見えるブルジョワジー
の生活の下に隠されたイデオロギーを身ぶりによって指し示し、暴露する役割を音楽に遂行させるためには、コンサートホールで演奏される、そ 自体が観客の感情移入を促し しまう「陶酔的な」クラッシック音楽を採用するわけにはいかないとブレヒトは言う。
実地に即して言えば、ジェスチャー的な音楽とは、特定の基本的身振りを俳優が演じられるようにしてくれる音楽のことだ。キャバレーやオペレッタで歌われている、 いわば低級な音楽は、これまでもずっと、 ある種のジェスチャー的音楽であった。 「真面目な」音楽はこれに対して、いまだに抒情主義に拘泥し、個人的表現を守っている。
16
　
ブレヒトが俳優に音楽に入り込んでしまわないよう戒め、メ
ロディーやリズムから独立した「醒めた態度」で「音楽に逆らってしゃべる」ことを推奨するのも
17、軽音楽が持つ身振り
言語的機能を最大限に活 すためだといえる。ブレヒトが、テキストと音楽と同等か、あるいはそれ以上にパフォーマンスが重要だと主張するのはそのためである。プロレタリア文学特有の階級闘争的な論理をひとまず脇におけば、演劇的性格を持っ
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た「ジェスチャー的」な大衆歌の伝統に文学テキストを接続させようとする意図において、ブレヒトが先行する二人の反市民的風刺詩人につながっていることが分かるだろう。ただし、ブレヒトは音楽の重要性をより強く認識し、テキストと音楽の演劇的な結合をさら 理論的に追求し いる。だからこそ彼は、自作自演のシンガーソングライター的スタイルを捨て、先進的な現代音楽の作曲家や俳優との共同作業というスタイルを取るようになった だといえよう。　
さて、ヴェーデキント、クラウス、ブレヒトと続いてきた、
二十世紀のドイツ文学における歌う詩人の伝統を、戦後のドイツで受け継いでいるのがヴォルフ・ビーアマンだ。一九三六年にハンブルクで生まれたビーアマンの両親は共に労働者階級出身の共産党員 、父はナチに対する非合法抵抗活動の末に強制収容所で殺されている。この生い立ち も無関係ではないだろうが、社会主義に傾倒した彼は戦後、十七歳で東ドイツに移住する。一九五七年から二年間、ブレヒトが結成した劇団ベルリーナー・アンサンブルで助手を務め、いわゆる「ブレヒト作曲家」の一人であるハ ス・アイスラーの薫陶を受けている。ビーアマンがギターを片手に東ドイツの文壇 登場したのは一九六〇年頃だが、そのキャリアの出発点でブレヒト 遺産に触れたことが、その後の作品にも大きな影響 与えて る。　
もっとも、ビーアマンのブレヒトに対する態度は単純ではな
く、むしろアンヴィヴァレントなものである。一九六五年刊行の詩集『針金のハ プ』に収録された『ブレヒトさん』には、偉大な先達に対する彼の複雑な感情がユーモラスに表現されている。
（ちなみにブレヒトの墓は引用詩にある「ユグノー墓地」
ではなく、隣のドロテーア街教区墓地にある。ビーアマンの思い違いか、あるいはこ 方が語呂が良く、音楽にのせやすいからそうしたのかもしれない。 ）
ブレヒトさん死んでから三年たってブレヒトさんはユグノー墓地フリードリ 通りにそって自分の劇場まであるいていった。途中でかれは太った男と太った女ふたりと若い男に出くわした。なに、と彼はおもったこれは勤勉なるブレヒト文庫の所員じゃないなに、と彼 おもった君らはまだ取り組んでい のかねあのがらくたに？そして彼はほほえんずうずうしく
 ―
 遠慮がちに
そして、満足だった。
18
97
歌う詩人 ― ヴェーデキント、クラウス、ブレヒト、ビーアマン　西岡あかね /
Singing Poets – Wedekind, Kraus, Brecht, Biermann, NISHIOKA Akane
　
ショセー通りにあるブレヒトアーカイブはブレヒトが晩年
を過ごした自宅で、件の墓地に隣接しており、ここからフリードリヒ通りに入ってほど遠からぬ場所にベルリーナー・アンサンブルは位置 ている。没後三年目というと、ビーアマンがこのブレヒト演劇の殿堂た 劇場でまだ助手をしていた頃にあたり、彼もこの道筋に住んでいた。死んだブレヒト
（の幽霊？）
が墓から出て、 なじみの道を通って「自分の劇場」まで歩いて行くというファンタスティックな物語は、死後数年たってもなお、ブレヒトゆかりの地 は彼のオーラが亡霊のように漂っていて、その影響力が弱まっていないこと、さらにはビーアマン自身もその圏内にいることを暗示している。　
小噺風の詩のオチは、自分の遺稿整理に取り組んでい
ヒトアーカイブの所員たちに 会ったブレヒト 反応にある。私もドイツ語圏の文書館にはたびたび出入りし るが、かの地のアーカイヴィストが細心 注意を払 て資料を整理し、厳格に資料を保管している様子には全く驚かされる。大作家遺稿ともなると、残っている のすべて、さ いな書付やメモから落書きまでが徹底的に分類され、番号がふら てアーカイブに収められる。自分の遺稿がこのドイツ流の厳密極まりないアーカイブ作業の対象になっている とを知っ は、あんな「が くた」 保存するのかい 所 をから つつ、それに満足する。　
ビーアマンが確信を持った社会主義者だったことは先に述
べた。しかし、東ド ツ移住後の彼は、現実 存在して る社会主義国家の官僚的体制が抱える矛盾を目 当たりにし、いまだ存在していない理想の社会主義の視点から現 の体制を批
判する立場を取るようになる。ブレヒトが同時代のブルジョワ社会に隠されたイデオロギー的矛盾を暴く挑発的な「密告者」としての機能をソングに与えようとしたのと同様、ビーアマンも彼の困難な内部告発的文学活動を、詩と音楽を手段として行ったのだ。しかし、一九六四年の西ドイツで コンサート活動の後、ビーアマンは東ドイツ国内の公の場での活動を禁止され、出版も演奏活動もできなくなる。一九七六年にケルンで行われた伝説的なコンサートの中でビーアマン自身が語っているように より良い社会主義 未来を信じて行った自身の活動が現存するドイツの社会主義国家から禁止されたことは、彼に非常な衝撃を与えたようだ。　
このような状況にあって、反ファシズムの闘士であり、ワイ
マール期の代表的なカウンターカルチャ であ プロレタリア文学運動に独自の貢献をし ブレヒトが戦後、一九五四年一月には東ドイツ文化省の顧問に任命され、同年十二月にはスターリン平和賞を受賞する ど、新たに設立された社会主義国家体制の中で国民的詩人に祭り上げられたことに ビーアマンは複雑な思いを抱かざるを得 かったのだろう。 「ずうずうしく」そして「遠慮がちに」ほほえむブレヒトの姿には、体制中でアーカイブ化されたブレヒトを、それでもどこか愛情をもってからかうビーアマンの態度が透けて見えるようだ　
さて、では現実の社会主義に対する内部告発者としてのビー
アマンの本領が発揮された詩を一つ見てみよう。 『男 バラード』と題されたこの作品には、彼自身によって音楽もつけられている。
（以下の訳は野村修氏の訳を参考にしつつ、 適宜変更した。 ）
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男のバラードむかし がいたかれは片足をはだしの足をクソにつっこんだ。男はむかついたじぶんの片足にこの足で もう一歩もあるくまい。そこには水がなかった足を洗うにも片足を洗うほどの水もなかった。で、男は斧をとり足をおとした切っておとした慌ててその斧で。あんまり慌 すぎていたかれはきれいな足をまちがった足を慌てて切ってし っ いた。
かれは激怒した決心したもうひとつの足も斧で切っちまえ。二本の足がころがった二本の足は冷えそのまえに血の気が失せた男がケツに っていた。党は切りおとしてきたとてもたくさんの足をたくさんの良い足を党は切っ き 。が、さっきの男と違って党にはまた足がときには生えることもある。
19
　「昔あるところに…
（
Es w
ar einm
al ... ）」ではじまるこのバラー
ドは、典型的なおとぎ話の雰囲気をまとっている。道端の糞で足を汚した男が、汚れた足に辛抱できずに足を切り落としたところ、急ぎすぎて何と汚れていない方の足を切 しまい、しまったと別の足も切り落として瀕死の状態に陥るとは、何とも
99
歌う詩人 ― ヴェーデキント、クラウス、ブレヒト、ビーアマン　西岡あかね /
Singing Poets – Wedekind, Kraus, Brecht, Biermann, NISHIOKA Akane
荒唐無稽なお話しで、飄々とした語り口が男の滑稽な性急さを際立たせている。しかし、 このおとぎ話めいた男の行動が突然、党の粛清行為とシンクロされる で、おとぎ話のようにばかげているがゆえに、それだけまたぞっとするほど不寛容で残忍な、ドイツ社会主義統一党
（ＳＥＤ）
による一党独裁体制下の
社会主義のグロテスクな現実が浮き彫りになる。
（男の行動が、
小さすぎるガラス 靴に合わせて の娘の足を切り落 した、シンデレラの継母を連想させるのは偶然ではあるまい。 ）　
しかし最終連のコメントは一体どう解釈すればよいのだろ
うか。皮肉な だろうか、それとも希望な ろうか。この問いに答える前に、ビーアマン バラード 好対照をなす、党をモチーフにしたブレヒトの詩を見てみ い。
（以下の訳も野村修
氏の訳を参考 つつ、適宜変更した。 ）
党をたたえる個人はふたつの眼を持ち党は千の眼を持つ党は七つの国家を見個人は一つの都市 見る。個人は自己の時を持つが党は多くの時を持 。個人は消されることがあるしかし が消されること ない。なぜなら党 大衆の前衛彼らの闘いを指導する、
現実の知識から汲みとられた古典的理論家たちの方法で。
20
　
この詩は一九三〇年に初演されたブレヒトの教育劇『処置』
21
の劇中歌で、アイスラーが作曲を担当している。この戯曲は初演当時から様々な議論をよんだ問題作だが、一九三三年にヒトラーが権力を掌握した後に上演 禁止され、その後長らく上演されることがなかった。有名なレーニンの論文『党の組織と党の文学』
（一九〇五年発表、ドイツ語訳初出は一九二四年）
以降、
プロレタリア文学 中で繰り返し扱われてきた古典的なテーマである、党と個人 関係をこの戯曲も扱っている。　
あらすじを簡単に紹介すると、党から任務を与えられて旅に
出た四人のアジテーターは秘密の任務を遂行するために身分を隠しており、不当な扱いを受けている労働者を見ても無視しなければならない。しかし仲間 「若い同志」は党の命ずる規律に疑問を抱き、自分の道徳観や感情を優先させて、苦しでいる労働者たちを助けようとする。それを見た他 ジテーターは彼を教育しなおそうと試みるが、それ 失敗に終わったと見るや、遂には党の組織的活動 規律を守るために彼を殺害してしまう。戯曲は、四人のアジテータ この同志殺害のいきさつを振り返り、党法廷 場で再現してみせ という、枠物語的な形で進行する。上掲の詩は、戯曲の終わり近く、三人アジテーター 若い同志が革命 正義をめぐって議論 場面で、党法廷に擬 た合唱隊によって歌われる合唱歌であ 。　
この戯曲の複雑な構造をとりあえず無視して詩のテキスト
だけを見ると、この明らかに共産主義的な合唱歌は より大き
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な組織や運動のためになら狭い個人の世界は犠牲にされ得ると主張しているように読める。もっとも、ブレヒトとの共同作業の中で書かれたアイスラーの音楽がこの戯曲の約半分を占めていることを考慮すると、そもそも音楽 関係を無視してこのテキストを論じ もいいのか疑問の余地があるのも事実だ
22。しかし楽譜もＣＤも出版されていないため、この問題に
深く立ち入ることは きない。ここでは単に、反ファシズム闘争期のブレヒトが、いまだその輝きを失っていなかった社会主義のユートピアを信じつつ、党の組織的力学の現実を冷静にテーマ化していたことを確認した上で、 「個人は消されて 党が消されることはない」という一節が、ビー マンの詩の最終連で発せられた不確か 言葉
（ 「党にはまた足が／時には生える
こともある」 ）
と奇妙なコントラストを見せていることを指摘す
れば足りる。　
党をテーマ化した二つのテキストの温度差は、両者が置かれ
ていた歴史的状況の相違を反映している。では、ビーアマンは自分の立ち位置をどの様に理解していたのだろうか。先に触たケルンのコンサート
（ちなみに、この西独での演奏旅行中、ビー
アマンは東独 市民権を突然はく奪さ 、強制的に亡命させられる）では、労働者風 口ひげ 蓄え、左派 学生っぽ 長髪をして、青い縞模様のシャツをラフに着たビーアマンが、件のバラードを歌う前にこんな喋りを披露する。以下、ＤＶＤ化され ライブ映像
23から聞き取った喋りを大まかに訳してみた。
僕が十二年前に西ドイツに来ていたとき、最初のツアーのときだけどさ、どこの新聞だったか西側の新聞にこう書かれていた
んだ、 「ビーアマン、ウルブリヒトがビッターフェルトに集めた労働者詩人中、ぴか一の働き手」ってね。本当にこれに凹んじゃったのは、僕の活動が禁止された時だよ。でも、今日ここにいる人には分かるはずだ、今日だけじゃなく、彼らには僕を凹ませることはできなかったってことがね。
　　　
ビッターフェルトというのは東部ドイツにある都市の名前
で、東ドイツ時代にはここに大規模な化学コンビナートがあった。一九五八年七月に開催されたＳＥＤ第五回党大会が「社会主義文化革命」を宣言したことを受けて、 一九五九年四月には、この地でビッターフェルト作家会議が開かれた。この会議で
＜図 3＞ヴォルフ・ビ アーマン　　　
101
歌う詩人 ― ヴェーデキント、クラウス、ブレヒト、ビーアマン　西岡あかね /
Singing Poets – Wedekind, Kraus, Brecht, Biermann, NISHIOKA Akane
は、新しい社会主義国民文化の創造を掲げて、労働者の文学創造への参加が強く要求されると共に、作家が労働現場へ赴き、現地で作業に加わることも推奨された。この文化革命運動は、その後一九六四年頃まで、東ドイツの文化政策 基本路線となったが、ビッターフェルトはいわばその代名詞だったのだ。　
ビーアマンの喋りは、ユーモラスな中に自嘲を含んだ深刻さ
が混じる複雑な味わいを持っている。一九六四年 西独ツアーで、ウルブリヒト主導のビッターフェルト路線に忠実な左翼詩人と西側社会で評された後、東ドイツ は逆に公の活動を禁じられるとは何とも皮肉な状況だといえる。ビーアマンは自分と性急に「切り落とされた足」を重ね合わせ のだろう、パフォーマンス中「足
Fuß 」の語に様々な調子でアクセントを置
き、観客にも一緒にこの語を歌うように促している。　
ビーアマン自身がこの曲を「子供の歌」と呼んでいるよう
に、彼は陽気なメロディーに乗せて
（しかも、このメロディーが
なんとなく「三分クッキ グ」のテーマ曲に似ていなくもないのおかしい）
、ことさらに滑稽な調子で、時には笑いをこらえる
ような ぐさも見せながら、誇張した身振りや顔芸を交えて男の慌てふためいた様子を演じてみせ、同じ調子 最後の二連さらっと歌って る。自分の足を切り落 した男の行為にリンクさせられた、党の行為の荒唐無稽なバカバカしさを際立 せるようなパフォーマンスだが、そこか 一転、観客の拍手が鳴りやむのを待って、最後に最終連がもう一度、ゆっくり 繰り返され 。最初は自嘲を含んだ笑い声で、最後はうつむいて小さな低い声で。そして歌い終わった後、顔 上げたビーアマンは、茫然とした 顔つきで「でもいつ？」と早口につぶや
き、複雑な表情でほほえむ。あきらめなのか、捨てがたいユートピア的希望なのか、それは聴く者の感じ方次第だろう。　
バラードの最終連について、彼は続けてこんなことも言って
いる。これも大まかに訳しておく。
これはもともとは子供の歌なんだ。足が切られてるだけなら子供の歌だけど、で、そこにこの連が来る。これを聞いた子供はこんな風に言うかもしれない。 「ママ、党って何？」っ ね。まあね、こうなると荷が重いよ 僕が思うに、この歌は子供より大人の方を気疲れさせるだろうね。
　
大人が陥りがちな、否定か肯定か、あるいは右か左か、赤か
黒かといった単純なテキスト解釈をビーアマンは退けている。子供の何気ない質問が大人をときに困らせたり、いらだたせたりするように、彼の歌も聴衆を挑発し、困惑させ 西側の聴衆に自分達の隣人であるもう一つのドイツ社会の現実について自ら考えるよう促している。ヴェーデキント以降、ドイツ語圏の二十世紀文学 伝統と った、大衆歌の衣をまとった鋭い風刺精神を、ビーアマンが戦後ドイツの特殊な文脈で発展させたことが良く分かる例である。　
近年、ビーアマンの後を継ぐ詩人は出ていない。作家による
自作朗読会 頻繁に開催され など、 「声の文化」へ こだわりはいまだ消えていないようにも見えるが、文学はドイツ語圏でも再び 「純文学」 的テキストに回帰する傾向にある。詩がユートピア的批判精神を持ち得ることが信じづらい時代には、これも避けがたい流れといえる かもしれない。
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